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 大学院を修了するときに研究能力はどの辺まで持ってい
くのか、あるいは臨床技能はどこを目的とするのかという
習得目標を明確化していく。これらによって入学から卒業
まで一貫性のある大学院教育を確立していくことが必要だ
ろうと思います。 
 産業界、地域社会等多様な社会部門と連携した人材養成
機能を強化していくことが必要だろうと思います。看護教
育の場合には、保健医療施設との連携ということが大切に
なろうかと思いますけれども、そこでいろいろな地域社会
においても看護は要請があるわけですから、そこでいろい
ろな場面と連携して広がりのある大学院教育を推進するこ
とが必要になります。 
 実際の臨床研究の場を利用した教育を推進することが必
要である。これは特に卒後に感じたことですが、CNSコー
スを出た院生が卒後にCNSとしての働きを、ある施設で
行っているわけですが、CNSとしての卒後の研修の仕方に
はいろいろな方法があることを、感じます。本当にただ３
交替の中に入ってCNSの機能を果たそうと努力をしている
人もいるし、そこの施設の管理者の考え方によっては、ま
さにCNSの働きを十分にこなせるような働き方をさせてい
る管理者もおりますし、管理者の考え方によってその臨床
場面でどのような卒後の研修をしているかによって、大変
CNSコースを卒業した後の伸びが違うということをすごく
実感しているところです。 
 研究環境の改善ですが、これは研究室ということもござ
いましょうし、またこういう臨床場面での環境も必要で
しょうし、それから大学院の修了生が修了後どのように進 
んでいくかというキャリアパスを明確にして、そのキャリ
アパスの明確性に合った環境を整えていくということが非
常に重要であって、これには安定して生活できる経済的な
支援ということも急がなければならない問題であろうかと
思います。十分にこの修士（看護学）という学位の質を
しっかり保つということが必要になりますので、研究環境
または教育課程というものを今後熟考していかなければい
けないと思います。 
 大学院評価による質の確保ということは、先ほど申しま
したように評価ということは、ただ単に報告書を書くので
はなくて、評価をした結果、何を改善していかなければな
らないかということを見極めて、常に質をしっかりとして
標準的なレベルが確保できるような努力が必要かと思いま
す。 
 それから大学院教育を通して国際貢献・協調。これから
はグローバルな視点がなければものにはならないと言われ
ております。人類共通の問題解決をするということは、一
狭い日本の国だけでの問題解決ではない。あるいは狭い学
問領域の解決方法ではない。もっともっとグローバルな観
点から人類の問題解決ができるような人材を養成していけ
たらと、これはこれからの改善の方向性ではないかと思い
ます。 
 そろそろ時間になりました。大変雑ぱくな話で申し訳ご
ざいませんけれども、横浜市立大学大学院医学研究科看護
学専攻のご発展を祈ります。ご清聴ありがとうございまし
た。 
 
